
                TTC 提案山行実施記録表  ２０１３年２月２７日 報告者：長谷川洋文 

山行名 入笠山スノ－ハイキング         [1,995ｍ 長野県] 

実施日 ２０１３年２月２３日（土） 日帰り   ﾏｲｸﾛﾊﾞｽ利用 

天候／参加人員 天候：快晴       レベル：★     参加人員： １２ 名 (男６名/女６人) 

ﾊﾟｰﾃｨｽﾀｯﾌ ＣＬ/計画：  ＳＬ：  会計：   救護：       スタッフ名削除  

参加メンバー A 班 ☆ 

B 班 ☆                   参加者名削除 

費用 

￥１０,６００－ 

   

ﾏｲｸﾛﾊﾞｽﾚﾝﾀﾙ料\46000 燃料代(＠135x(350+50)/5)=\10800 ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ謝礼\18000 

高速料金：相模湖⇔諏訪南＠2050×2＝\4100 ゴンドラ代：往復\1400×12＝\16800 

スノシューレンタル代＠2500×12＝\30000 

費用合計￥１２５，７００  TTC ｶﾝﾊﾟ金¥1,500  集金＠１０，６００×１２＝￥１２７，２００－ 

歩行・行動時間  歩行時間 休憩時間 行動時間 
行動時間比(実行／計画) 0.73 

歩行時間比(実行／計画) 0.69 

歩行時間比(実行／ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ) 1.11 

ガイドブック ２：２０   

計画 ３：４５ １：１５ ５：００ 

実行 ２：３５ １：０５ ３：４０ 

実行コースタイム記録 

            中央高速                     ｺ゙ ﾝﾄ ﾗ゙            

ヨーカドー前＝＝＝相模湖IC＝＝＝談合坂SA＝＝＝諏訪南IC＝＝＝富士見パノラマスキー場Ｐ＝＝＝山頂駅･･ 

6:10      7:10   7:15  8:30    8:45    8:50         9:35  9:45  10:05 

15      15         45        45   昼食    10       25 

･･入笠湿原･･･････マナスル山荘･･･････入笠山山頂･･･････マナスル山荘･･･････入笠湿原･････山頂駅＝ 

10:20   10:35   10:45  11:30   11:45    12:30   13:10    13:20     13:45   

ｺ ﾝ゙ﾄ ﾗ゙     

＝＝富士見パノラマスキー場Ｐ＝＝＝諏訪南IC＝＝＝談合坂SA＝＝＝相模湖IC＝＝＝ヨーカドー前 

14:15        15:20    15:35     16:45   17:25   17:35      18:45     

コースの概要、特記事項、反省事項等 

昨年 12 月 2 日に起きた笹子トンネル事故による通行規制も、この山行の１週間ほど前に解除され、心

配された渋滞も無くスムーズで、途中中央高速から真っ白な南アルプスや八ヶ岳が見え、順調なスタート

であった。スキー場入り口で降り、レンタル受付へと進むが、人が多い為手続きに多少時間を食う、レン

タルしたスノーシューは、ベルト２本で止めるだけのもので、簡単に着脱できるものであった。スノーシ

ューを抱えて、ゴンドラの駅に向かうが、駅に着いて切符を買おうとしたら、ここには売っていないとの

こと？？？ しかたなく一人がスキー場の入り口まで戻り券を買う。山頂駅に着くと、目の前に八ヶ岳連

峰が広がり、すばらしい眺めであった。ここで、スノーシューを履き、林の中の道を行くが、皆初めてな

のに普通に歩いていく。けっこううまい。林が切れて、盆地のような雪原に出るが、ここが入笠湿原のよ

うである。この真ん中を突っ切り林道に出しばらくすると、マナスル山荘にでる。ここは通年営業で、当

日もしっかりやっていた。ここから入笠山登山道に入るが、途中から頂上へ向かう足跡が幾つもある。こ

こが早かろうということで、そのうちの一本を頂上へ向かい直登する。若干何名かは、この急斜面でずり

落ちたりしていたが、雪が軟らかいので、そんなに危険はない。頂上は多少風が強かったが、絶景の大パ

ノラマであった。しばし眺めたあと寒いので、一番近そうな踏み後をたどり下りるが、少々急斜面で、女

性人からは怖いという声もあり、一部の人はスノーシューを脱いで下りた。スノーシューはやはりきつい

斜面には向かないもののようだ。マナスル山荘で昼食を取ることにする。名物のなめこ汁は、その日はな

いということなので、全員山菜そば（800 円）を注文する。少々汁が濃かったような気もするが、寒かっ

たので大変おいしかった。そこからは、多少行きと道を変えながら駅まで戻り、無事山行を終えるが、下

りてみるとバスがまだ来ていない。電話をしてみると、バスが滑って動けなくなってしまったとのこと。

スタッドレスタイヤでチェーンも用意していたのだが。結局中部電力の車に助けてもらい事なきを得たと

のこと。このハプニングで多少遅れたが無事予定通りに厚木に到着した。今回の山行は、天候に恵まれす

ばらしい景色と雪遊びを堪能できた。スノーシューは、雪原を歩くには便利だが、斜面のある山登りには

向かないようである。 

 


